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寄贈化石標本紹介（その２）

＜地質標本館 1)＞

1）産総研　地質標本館（文責：利光誠一,写真：中島　礼・青木正博） Geological Museum (2012): Fossil specimens donated to the Geological Museum, 
GSJ, AIST. Part 2.

B

A

地質標本館に寄贈された井上浩吉氏の化石標本のうち，今回

は国内産の標本を紹介します。写真 1 は，1991 年の寄贈標本

で，すでに地質ニュース 445 号（1991 年 9 月号 , p.61）でも

紹介されていますが，今回，口絵カラーで再掲しました．千葉

県鋸山からは新第三紀中新世のオキナエビスの化石がたくさん

産出しています．

写真 2 は，2007 年の寄贈標本で，中生代の植物化石です．

日本の中生代の地層には，ソテツやイチョウなどの裸子植物の

ほかにシダ植物の化石も多く知られています．

写真1　Petrotrochus sp.　（ヒメオキナエ
　　　  ビスの一種）　⇔ 12 cm .
               産地：千葉県鋸南市鋸山
               時代：新第三紀中新世
              標本登録番号：GSJ F13518

写真2　Nilssonia sp. （Ａ：ソテツ類），
               Sphenobaiera sp. （B：イチョウ類）　　
               ⇔ 25 cm.
 　　 　産地：群馬県沼田市白沢町岩室
　　  　時代：ジュラ紀後期〜白亜紀前期
　　  　標本登録番号：GSJ F17141
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40万分の1　予察西南部地質図（1895年）

産総研 地質調査情報センター地質情報整備室所蔵　（p.40-57参照）
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第１回アジア太平洋大規模地震・火山噴火
リスク対策ワークショップ

First Workshop of Asia-Pacific Region Global Earthquake 
and Volcanic Eruption Risk Management (G-EVER1) 

日時：2012年 2月22日（水）- 24日（金）　
開催場所：（独）産業技術総合研究所  つくば中央共用講堂

参加無料

主催：（独）産業技術総合研究所  地質調査総合センター

後援：   経済産業省、文部科学省、外務省、気象庁、国土地理院、防災科学技術研究所、建築研究所、東京大学地震研究所、
京都大学防災研究所、米国地質調査所（USGS）、ヨーロッパ地質調査所連合（EuroGeoSurveys）、ニュージー
ランド地質核科学研究所（GNS Science）、アジア防災センター（ADRC）、東・東南アジア地球科学計画調整委
員会（CCOP）、環太平洋評議会（CPC）、グローバル地震モデル（GEM）、国際測地学地球物理学連合 (IUGG)、国
際火山学会（IAVCEI）、日本地質学会、日本地震学会、日本火山学会、日本第四紀学会、日本活断層学会

プログラム委員会：（代表）佃　栄吉　地質調査総合センター代表

事務局：（独）産業技術総合研究所地質分野研究企画室

プログラム内容：

・ 近年の大規模地震・火山噴火（東北地方太平洋沖地震，スマトラ島沖地震，四川地震，ピナツボ噴火，霧島噴火，他）

・アジア太平洋地域の取り組み（インドネシア，韓国，台湾，アメリカ，日本，他）

・データベース及びリスク対策（V-Hub, GEO Grid, PAGER, GEM, GVM, 他 ) 

スケジュール：

2012 年 2 月 22 日（水） 10:00‒17:20 : 講演、  18:00‒: 懇談会
2012 年 2 月 23 日（木） 8:30‒18:00：講演
2012 年 2 月 24 日（金） 9:00‒12:00：分科会、まとめ
      ポスターセッション：2 月 22 日（水）10:00 ‒ 24 日（金）12:00
2012 年２月 24（金）‒ 25（土）：地質巡検

講演者：

佐竹健治 ( 東大 )，牧　紀男 ( 京大 )，村上　亮 ( 北大 ), 原　辰彦 ( 建築研 ), 藤原広行 ( 防災科研 ), 小泉岳司 ( 気象庁 ), 
岡村行信 ( 産総研 )，篠原宏志 ( 産総研 )，松岡昌志 ( 産総研 ), Li Xiaojun (CEA)，Chris Newhall (EOS)，Sue 
Loughlin (BGS)，Kelvin Berryman (GNS Science)，Greg Valentine (SUNY)，John Eichelberger (USGS)，
Bruce Houghton (Hawaii Univ.)，David Johnston (GNS Science)，David Wald (USGS)，Ismail-Zadeh 
(RAS)，Ross Stein (USGS)，Evgeny Gordeev (RAS), Myung-Soon Jun (KIGAM), Sin-Mei Ng (Chinese 
Culture Univ.), Cheng-Horng Lin (Academia Sinica), Masataka Ando (Academia Sinica), Renato 
Solidum (PHIVOLCS), Bui Cong Que (VAST), Nguyen Hong Phuong (VAST), Niran Chaimanee (CCOP), 
Surono (CVGHM), Sri Hidayati (CVGHM), Supriyati Andreastuti (CVGHM), 他 

詳細：　http://www.gsj.jp/Event/AsiaPacific/　　（詳細プログラム掲載中）

連絡先：  高橋　浩（産総研地質分野研究企画室、電話 : 029-861-3635、電子メール : G-EVER1@m.aist.go.jp） 
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1.　はじめに

　2011 年 3 月 11 日に発生したマグニチュード９に達し

た最大級の地震，東北地方太平洋沖地震は我々の担当する

「地質の調査」の重要性を最認識させると共に研究成果の

速やかな伝達の必要性という意味で，我々に大きな衝撃を

与えました．先を見越して，地道に研究成果を蓄積し，精

緻な科学情報として体系化していく作業と共に，それを

社会に的確に，効果的に普及していくことをあわせて，バ

ランスよく行うことが非常に重要であると再認識していま

す． 

　2001 年 4 月に，旧工業技術院所管の国立研究所等が一

つの独立行政法人産業技術総合研究所（以下，産総研）に

統合され，旧地質調査所の研究体制も大きく変化しまし

た．しかし，旧地質調査所が 1882 年に農商務省に設立さ

れて以来，様々な困難を経験しつつ連綿と担ってきたその

中核となる機能と役割はそのまま継続される必要が有るこ

とから，産総研地質調査総合センター（Geological Survey 

of Japan, AIST，以下 GSJ）として，

それまでの資産を継承し，明示的

に代表を置き，責任をもって活動

を継続しています．産総研となっ

て 10 年以上経過し，組織体制の

変遷はあったものの，その機能と

役割はより強化される方向で現在

に至っています．ここでは，今後

さらに関係機関との国内外での幅

広い連携が進み，また，広く国民・

一般社会から理解されることを願

って，GSJ のナショナルセンター

機能と役割について，その概要を

紹介したいと思います．

　GSJ の役割を一言でいうと，国

として行うべき「地質の調査」業

務を高い科学的レベルでもって実

地質調査総合センターの機能と役割

佃　栄吉１）

1) 産総研　地質調査総合センター代表 キーワード： 地質調査総合センター，GSJ,　産総研，AIST,　知的基盤整備計画，
地質情報

施すること，です．「地質の調査」業務は経済産業省の所

管業務として法的に規定され，それを一元的に産総研が実

施しています．さらに具体的に言いますと，資源，環境，

防災に関わる地質調査を行い，地質情報を整備して，それ

を利用しやすい形で広く社会に還元すること， ということ

になります．

2. 　知的基盤整備と 20 万分の 1 地質図の完成

　2010 年度までの約 10 年間の知的基盤整備計画のもと

で，数値目標を掲げ，その多くの課題を達成してきました．

その一つが 20 万分の１地質図幅の全国完備です．昭和

29 年から開始された国土地質情報の基本図としての 20

万分の１地質図幅の作成作業は，この間精力的に実施され，

一部の改訂作業もあわせて行いながら，全 124 図幅の作

成を完了しました．この成果により，2011 年 4 月には地

質調査総合センターは産総研理事長賞を受賞することがで

きました．また，大陸棚延伸に係る国連審査のため，申請

第1図　地質図の整備と今後の展開．
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海域の地質調査を行い，科学的データの提供及び申請書取

りまとめに大きな貢献を行いました．

　2011 年からは，第 4 期科学技術基本計画に基づいて，

国全体として，量から質の向上，わかりやすく・使いやす

いこと，安全性と信頼性向上を目指し，2020 年を達成年

度として，新たな展開を図ることを計画しています．新計

画では，日本全国統一の凡例を用いることにより図幅の境

界線の不連続を解消した 20 万分の 1 シームレス地質図を

基盤とする統合化システムの構築を一層進めることが重要

であると考えます（第 1 図）．また，2007 年に相次いで

発生した能登半島地震，中越沖地震を契機として重点的な

取り組みを開始している，沿岸域の地質情報整備−海域と

陸域の地質情報のシームレス化も社会的重要性から見てさ

らに力を入れる必要があると考えています．

3.　社会の中で社会のために

　地質図や地質情報といっても，一般にすぐに理解しても

らえる社会状況にはないと認識しています．地質という言

葉は残念ながらやや一般社会から遠い存在であると言わな

ければなりません．特に，高等学校での地学履修率が毎年

のように下がる現状において，成果をわかりやすく伝える

ことはますます困難になっています．地質情報の重要性に

ついて，道路地図，土地利用図，ハザードマップなど，他

の社会的価値のある情報との比較が簡単にできたり，情報

の入手しやすい環境の構築や地質情報の価値の積極的普及

も今まで以上に必要と考えます．GSJ が認定委員会の事務

局を担い，積極的に活動を支援しているジオパーク推進事

業は地方自治体の行政当局や地域の博物館などとの連携を

進め，地学の普及に役立つ重要な活動となってきました．

GSJ の中では地質調査情報センターや地質標本館の役割が

益々重要になってくると思います．

4.　世界の中で世界のために

　地球環境問題や資源の開発利用など地球規模の課題への

取り組みや国際的な問題解決のため，GSJ は国を代表する

形で，各国の地質調査機関や国際組織と連携し研究協力を

行うことが重要と考えています．日本が広く経済活動を展

開しているアジア・太平洋地域は地震や火山噴火などの巨

大災害のリスクが非常に大きい地域であることから，大規

模災害情報の情報共有を進める研究協力も必要です．その

ため，昨年は地震・火山研究の協力を含めた二国間研究

協力協定をニュージランド地質調査所（GNS）及び米国地

質調査所との間で締結しました．地理的・経済的に近い

東・東南アジア地域での研究交流は特に重要と考えていま

す．そのため，長年にわたり連携している CCOP（東・東

南アジア地球科学計画調整委員会）を通じた活動を一層強

化していきます．その他，CGMW（世界地質図委員会），

ICOGS( 世界地質調査所長会議 )，IODP（統合国際深海掘

削計画），ICDP（国際陸上掘削計画），OneGeology（地球

規模のデジタル地質図整備計画）などの国際プロジェクト

への貢献を継続的に行います．

第2図　地質調査総合センターの体制．

佃　栄吉
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5.　GSJ の体制

　GSJ は現在，「地質情報研究部門」，「地圏資源環境研究

部門」，「活断層・地震研究センター」の 3 つの研究ユニ

ットと， 放射性廃棄物の地層処分安全規制に役立つ研究を

担う特別な組織である「深部地質環境研究コア」，地質情

報の整備・統合化，出版，配信業務を担う「地質調査情報

センター」，さらに地質標本の管理とアウトリーチ業務を

担う「地質標本館」からなり，それぞれの役割を明確にし

て，ユニット間の有機的な連携を図り，実際の研究を行う

現場から，その成果を広く一般社会に発信する窓口まで一

体となって，内外の関連組織との連携や研究成果の効果的

な発信を，より強力に推進し，GSJ のナショナルセンター

としての機能を果たしています（第 2 図）．

6. おわりにー地球をよく知り，地球と共生を目指して

　GSJ では第 2 期中期計画期間から，「地球をよく知り，

地球と共生する」を基本理念に掲げています．持続可能な

社会を構築するためには，人間活動や自然現象が地球に与

える影響を正確に評価し，その将来の状態を的確に予測す

ることが重要です．そのためには，まず，現在の地球の状

態を良く知ることはもちろんですが，現在から過去にさか

のぼり，地球というシステムがたどってきた道筋を理解し

ていることが必要です．そうすることによって初めて，こ

れからたどっていく地球の将来を正確に予測することが可

能になります．資源研究などの場の予測やその質の予測技

術の開発は引き続き重要ですが，将来のリスク評価のため

基礎資料として情報提供することも重要な我々の役割とな

ってきています．世界規模の問題と身近な地域の問題が相

互に密接な関係を持っていると認識しています．地質情報

が個人レベルから国家レベルでの具体的判断に効果的に役

立てられ，より安全で安心な社会構築に貢献できるように

GSJ の機能強化を進めていきたと思います．

　GSJ は今後とも，最高レベルの調査・分析・解析能力を

持ち，地質現象のモデル化・可視化技術の開発により，あ

らゆるレベル・広範囲の社会的問題解決に役立つ地質情報

の提供を行い，ナショナルセンターとしての機能を継続的

維持してまいります．

文　献
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（受付：2012年1月5日）
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1)  元工業技術院地質調査所員 キーワード： E. ナウマン，B. S. ライマン，高島得三，リヒトホーフェン，巨智部
忠承，中島謙造，　鈴木敏，奈佐忠行，予察地質図，地質調査所

1.　はじめに 

農商務省地質調査所（創立明治 15 年：1882 年）は，

その前身である内務省地理局地質課時代から全国 20 万分

の 1 地質図幅の作成事業を始めていたが，これと並行して，

一日も早く日本の地質構造の全体像を把握しようという目

論見から，1881 年に縮尺 40 万分の 1「大日本帝国予察

地質図」（全 5 葉）の調査をスタートさせた．その第 1 番

目として，当時地質調査所の技師長であった E. ナウマン

自らの調査・編集による「予察東北部地質図」（ナウマン

ほか，1886）が発行された．これに続いて，ドイツでの

長年の留学から帰ったばかりの原田豊吉の監修による「予

察東部地質図」（原田ほか，1887）および「予察中部地質図」

（原田ほか，1890）が，さらに地質調査所生え抜きの巨智

部忠承らによる「予察西部地質図」（巨智部ほか，1894）

および「予察西南部地質図」（巨智部ほか，1895）が，逐

次発行された．このようにして，日本列島全体（北海道・

沖縄を除く）の概略的地質が 10 数年の間に明らかにされ

たのである．

この予察地質図シリーズは “ 黎明期の日本地質学 ”（今

井，1966）にとって，きわめて重要な意義をもつもので

あるが，これらの地質図の詳細は最近までよく知られてい

なかった．そこで筆者は，これら予察地質図の作成過程，

作成結果およびその地質学的意義について順次紹介してき

た（山田，2008， 2009， 2010， 2011a）．

今回取り上げるのは上記シリーズの最後に当たる「予察

西南部地質図」である（口絵 p.34 参照）．「予察西南部地

質図」の範囲は九州地方（沖縄を除く）の全域と中国地方

の一部（主に山口県）である．

九州 - 西中国地方は，日本で最も早くから近代地質学に

よる調査・研究が行われた地であり（Richthofen，1876；

高島，1878a, b など），また現在でも絶えず先進的な研究

がなされている（日本地質学会編，2009，2010 など）　

最古の九州-西中国地方地質図
―「大日本帝国予察西南部地質図」（巨智部ほか，1895）の紹介―

山田　直利１）

この地方には西海・雲仙天草・阿蘇くじゅう・霧島屋久

の各国立公園があって，多くの旅人が訪れている．最近で

は雲仙普賢岳の火砕流による災害が記憶に生々しい．現在

では島原半島が世界ジオパークの 1 つに指定され，さら

に霧島火山新燃岳の噴火活動が活発になっていることな

ど，この地方に対する地学的関心が高まっている．

本稿では，最初に幕末の 1860 年代から明治前期の

1880 年代前半にかけて行われた九州 - 西中国地方の地質

研究を紹介し，次に 1887 年から始まった同地域の予察調

査の経緯を述べ，続いて 1895 年に刊行された「予察西南

部地質図」の概要を紹介し，次に同図における地質区分と

地質分布を説明し，最後に同図の持つ意義について考察す

る．

本文中の原著引用部分に対する補足説明は［　］で示し

た．“ 旧 ”20 万分の 1 地質図幅（明治～大正期発行）は単

に地質図幅と呼ぶ．ナウマンの論文については山下昇によ

る完訳（山下，1996）があるのでそれによったが，引用

に際しては “ ナウマン（1885）” のように原著の発表年を

もって示した．地質調査所職員の入・退所年は地質調査所

職員録作成委員会（1983）に従った．なお，2010 年より「第

三紀」という地質時代区分は正式には使用できなくなった

が，本稿は明治期の研究を対象とするものであり，便宜的

に「第三紀」を使用する．

本稿は（独）産業技術総合研究所地質調査総合センター

編集の「地質ニュース」誌に投稿を予定していたもので

あるが，同誌が 2011 年 3 月をもって廃刊となったので，

改めて本誌に投稿したものである．

2．九州-西中国地方における1860年代～1880年代前半の
地質研究
 

　この章では，リヒトホーフェン，コワニエ，ゴッドフレー，

高島得三，ライマンおよびナウマンによる九州 - 西中国地
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第1図　 リヒトホーフェン，ライマンおよびナウマンの九州旅行ルート.
上村（1997），Lyman（1879）およびナウマン（1887b）の
付図“Sketch Map of Japan”に基づいて作成．背景の地質図に
はナウマン（1887a）の 付図“Geologische Karte von Japan”
から，片麻岩・結晶片岩・古生層・中生層・花崗岩の分布の
みを取り出して示した．

方の調査・研究を紹介する（第 1 図）． 

リヒトホーフェン
上村（1997，2008）によれば，F. フォン・リヒトホー

フェン（ドイツ人：1833 ～ 1905）は，1860 年（万延

元年）9 月 8 日，F. A. オイレンブルグ伯爵を全権使節と

するプロイセン政府アジア通商使節団の一員として江戸に

上陸した．一行は 1861 年 1 月に徳川幕府との間で修好

通商条約の仮調印を行った後，横浜から九州に向かった．

九州の南を通過するとき，リヒトホーフェンは船上から右

に佐多岬や開聞岳，左に硫黄島［薩摩硫黄島］を見たが，

上陸することはかなわなかった．長崎に入港したとき，リ

ヒトホーフェンは長崎湾の美しさに魅了された．長崎では

ある日風
かざかしらやま

頭山，金比羅山および烽
のろしやま

火山に登り，それらが粗

面岩［安山岩］でできていることを知った．また別の日に

斧山（粗面岩）から熊ヶ峰へ登り，深浦村［長崎市深浦町］

に下りたが，熊ヶ峰から深浦まではすべて雲母片岩であっ

た．当時外国人にはこのように狭い範囲の行動しか許され

ていなかった．しかし，リヒトホーフェンは長崎で出島在

勤医師 J. L. C. ポンペ（オランダ人：1829-1908）に会っ

て，弟子の司馬凌海（1839-1880）を紹介され，司馬の

採集した岩石コレクションから「長崎周辺の地質構造に関

する所見」と「九州の地質学」の 2 論文を作り上げている．

使節団一行は同年 2 月長崎を出航，上海に向かった．

リヒトホーフェンは明治維新直後の 1868 年 8 月に再

び来日し，横浜から海路九州へ向かった．途中瀬戸内海の

景色に魅了され，これ程の風光明媚な地は世界のどこにも

ないだろうと述べて絶賛している（上村，1997）．この時

は長崎から直ちに中国へ向けて出発し，以後 3 年間の中

国旅行によって未知なる国中国を学術的に世界に知らしめ

た．しかし，中国旅行中政情が不安になったためそれを中

止して，1870 年に三度日本へやってきた．この時点では，

来日した西欧人の地質学者および地理学者の中で最初に日

本各地を自由に旅行する許可を得ていた（上村，2007）

リヒトホーフェンは，1870 年 9 月に横浜から東海道で

神戸へ，神戸からは海路長崎へ向かい，翌年の 1 月 28 日

～ 3 月 6 日に九州西部を旅行した．この旅行について，「リ

ヒトホーフェン九州旅行日記」（上村，2007）から地学的

に興味ある部分を以下に抜粋する．

長崎から鹿児島までは，長崎 - 小浜 - 雲仙 - 加
か づ さ

津左 -（海

路）- 富岡 - 高浜 - 牛
うしぶか

深 -（海路）- 阿久根 - 大小路［川
せんだい

内］

- 串木野 - 伊集院 - 鹿児島のルートを取った（第 1 図）．雲

仙岳中腹の盆地（雲仙村）では硫気が噴出していたが，雪

のため雲仙岳登山は途中で断念した．天草西岸の高浜−大

江間には雲母片岩が露出し，その東方は石炭を含有する山

地であった．川内川沿いには凝灰岩の段丘［入
い と

戸火砕流堆

積物：荒牧 1969］が見られた．串木野の芹
せ り が の

ヶ野金山では

変朽安山岩［プロピライト］中の含金石英脈を観察した．

市来から鹿児島へいたる全地域は凝灰岩［入戸火砕流堆積

物］からなり，この巨大な凝灰岩の発生地を桜島火山と推

察した．鹿児島南西の錫鉱山では鉱石の精錬工場を見学し

た．鹿児島では大量の岩石標本がリヒトホーフェンの手元

に運び込まれ．鑑定を求められた．

1 週間の鹿児島滞在後，2 月 15 日から鹿児島 - 国分 -

最古の九州-西中国地方地質図
―「大日本帝国予察西南部地質図」（巨智部ほか，1895）の紹介―
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霧島 - 人吉 - 八代 - 熊本 - 三池 - 佐賀 - 唐津 - 有田 -（海路）

- 時津 - 長崎というルートで旅行した（第 1 図）．霧島山で

は高千穂峰・韓
からくにだけ

国岳に登り，山頂近くでいくつかの火口湖

を見た．人吉盆地はおもに軽石の層［加久藤火砕流堆積

物および阿蘇 -4 火砕流堆積物：齋藤ほか，2010］からで

きていた．球磨川の急流を下って八代平野に入ると，平野

に面する台地には至る所大理石の岩塊［肥後変成岩類中の

結晶質石灰岩］が見られた．熊本では鹿児島でと同様に沢

山の岩石標本の鑑定を依頼された．阿蘇火山の登山は雪の

ため断念し，熊本からもろい凝灰岩［阿蘇 -4 火砕流堆積

物：小野・渡辺，1983］の切り通しを通って北へ進むと，

木
こ の は

葉から北には珪岩・大理石［木葉変成岩類：Hashimoto 

and Fujimoto，1962］の山が聳えていた．佐賀からは，

水平な砂岩の厚い層［古第三紀相
お う ち

知層群：長尾，1927］

に刻まれた峡谷を登り，松浦川を下って唐津に着いた．日

本の陶磁器製造業の中心地であった有田では原料となる陶

土の採掘地を見学し，それが垂直な構造を示す白色～褐色

の岩石［有田流紋岩類：今井ほか，1958］からなること

を知った．

リヒトホーフェンの九州旅行は，外国人地質家による最

初の日本本土の観察である点で非常に興味深い．この時の

観察結果は一部 Richthofen（1876）にも載っているが，

日本の地質構造に関する彼の本格的な著作（Richthofen, 

1903）が出版されるのは彼の日本旅行から 30 年後のこ

とである．

コワニエ
M. F. コ ワ ニ エ（ フ ラ ン ス 人：1835 ～ 1909） は，

1867 年（慶応 3 年）薩摩藩の招きで来日した．それから

1 年間，薩摩藩士朝倉静吾（のち盛明と改名）と共に薩摩・

大隅・日向 3 国の鉱産地を巡回し，薩摩の谷山鉱山（錫鉱床）

や山ヶ野・芹ヶ野鉱山（含銀金鉱床）では詳細な調査を行っ

ている．しかし，翌年には明治新政府御雇鉱山師として兵

庫県生野鉱山に招かれ，1880 年の帰国まで同鉱山に滞在

した．九州の地質に関してコワニエは，天草から下関まで

のほとんどすべての九州の海岸には石炭を含む第三紀の地

層が分布すること，長崎には雲母片岩が分布すること，北

九州には瀬戸内海から続く花崗岩が広く分布することなど

を述べている（以上，今井，1966 による）． 

ゴッドフレー
J. G. H. ゴッドフレー（イギリス人：1841 ～ 1880）

は，1871 年～ 1877 年の期間，工部省鉱山師長として広

く日本の鉱山を巡検した．九州の三池炭坑には少なくと

も 1873 年と 1876 年の 2 回訪れ，報告書を遺している

（今津，1974）．帰国後まとめた日本の地質に関する報告

（Godfrey，1878）には，ライマンの北海道における地質

区分（Lyman, 1877）が日本列島のほかの島々にも適用で

きるという考えに立って，九州を南北に貫く脊梁山地が

Kamaikotan［Kamoikotan］ or metamorphic group から構

成されていること，北九州から西九州にかけて白亜紀の

Horimui［Horumui］ or coal-bearing group が分布するこ

とが述べられ，長崎高島・三池炭田・唐津炭田における夾

炭層の層序・層厚も詳述されている．

高島得三
高島得三（1850 ～ 1931）は，長門国萩町の医師の二

男として生まれた．1872 年以降生野鉱山でコワニエから

地質学・鉱山学を学んだが，1875 年に生野鉱山を去って

後の 3 年間は郷里の山口で過ごした．その期間に県庁の

依頼で県下の地質・地形を調査し，その成果を「山口県

地質分色図」（高島 1878a）とその説明書である「山口県

地質図説」（高島 1878b）に発表した．「山口県地質図説」

は河野（1962）によって紹介された．「山口県地質分色図」

は山口県立山口博物館（1975）によってカラーで複製され，

また土井（1978）によってモノクロの地質図として複製

された． 

高島（1878a，b）によれば，山口県の地質は水層石［堆

積岩］と火成石［火成岩］に大別される．水層石は古い方

から，一次石，二次石下層，二次石上層，三次石下層，三

次石上層，新層に分けられる．一次，二次，三次の名称は

それぞれ後の太古代，古生代，中生代～第三紀の時代区分

に相当する．現今の知見（西村，2009）によれば，一次

石は領家帯の変成岩類および片状花崗岩類に，二次石下層

は周防帯の中生代高圧型変成岩に，同石上層は玖珂層群な

どの中生代付加体地層群に，二次石上層の灰石［石灰岩］

は秋吉帯の古生代石灰岩類に，三次石下層は美祢層群や関

門層群などの陸棚成～陸成の中生代堆積岩類に，三次石上

層は古第三紀宇部層群などに，新層は第四紀層に，それぞ

れほぼ対応する．このように，現今では一次石は太古代で

はなく中生代であり，二次石上層の石灰岩は二次層下層よ

りも古期であることなど，時代関係には逆転も見られる．

一方，火成石のうち，花崗石は主として山陽帯の花崗岩類

（今岡・飯泉，2009）に，古火山岩は阿武層群などの白亜

紀火山岩類（同上）にそれぞれ対応し，新火山岩は阿武単

成火山群・青野火山群などの第四紀火山岩（木村，2009）

にほぼ対応する．

この分色図は山口県の地質を系統的に示したもので，本

邦最古の県別地質図として高く評価されている．高島は

山田　直利



GSJ 地質ニュース Vol.1 No.2　(2012 年 2 月）     43

1878 年から内務省地理局測量課（後に地質課）に勤務す 

るが，1881 年には農商務省山林局に移り，以後は林学者

および日本画家高島北海として活躍する．

ライマン
B．S． ラ イ マ ン（ ア メ リ カ 人 :1835 ～ 1920） は，

1872 年に北海道開拓使顧問として来日していたが，工部

省に移って後，1878 ～ 1879 年に近畿・山陰・九州・四

国各地の鉱山を訪ねる大旅行を行った（Lyman, 1879）．

以下に，「予察西南部」地域におけるライマンの旅行記の

うち地質に関係する部分を紹介する．なお，この旅行記の

うち山陰地方の部分は大久保（1985-1986）によって完

訳され，また九州地方の部分は山田（2011b）によって抜

粋，和訳されている． 

ライマンは 1878 年秋に，山陰地方の旅行に続いて益

田 - 津和野 - 山口 - 船木 - 下関のルートで本州西端部を横

断した．益田・津和野間では Kamoikotan 系の shale［周

防帯の結晶片岩：西村，2009］を，また津和野・山口間

では quartz porphyry［後期白亜紀の阿武層群］を観察し

た．山口では高島得三が作成した山口県の地質図および地

形図を見て，これらが内容的にも非常に優れていると評価

している．山口の南西では mica schist と granite を，有

帆村［山陽小野田市］船木付近では coal bed［始新世の宇

部層群：徳永・飯塚 1930］を，船木・下関間では主とし

て granite を観察した．

下関から豊前大
だ い り

里［北九州市門司区］に渡り，小倉 - 黒

崎 - 直
のうがた

方 - 伊
い ぎ す

岐須 - 篠栗 - 福岡 - 唐津 - 徳
と く す え

須恵 - 伊万里 - 有

田 - 波
は ざ み

佐見 - 彼
そ の ぎ

杵 - 大村 - 永昌 - 矢上 - 長崎のルートで旅

行した．小倉西方では shale and pebble rock［関門層群：

松本，1951］を，直方・伊岐須付近では小
こ だ け

竹・相
あ い だ

田・花

瀬などの各炭鉱［筑前 - 豊前炭田：鈴木 1893］を，伊岐

須・篠栗間でほとんど垂直の構造の mica schist, slate, ser- schist, slate, ser-

pentine, limestone［ 三 郡 変 成 岩 類：Kobayashi，1941］

を観察した．福岡西方の糸島半島では hornblende を含む

granite［糸島花崗閃緑岩：松本，1951］を，唐津では円

錐形火山の鏡山［アルカリ玄武岩］を，徳須恵付近では

sand rock and pebble rock［古第三紀の相知・芦屋両層群：

長尾，1927］を，伊万里では shale［芦屋層群］を，有田

では Old volcanic rock ［有田流紋岩類：今井ほか，1958］

中の kaolin 鉱床を，また波佐見では tufa pebble rock［虚

空蔵山火山岩類：長浜・松井，1982］を観察した．

長崎からは，時津 -（海路）- 彼杵 - 嬉
うれしの

野 - 武雄 - 多
た く

久 -

佐賀 - 柳川 - 三池 - 植木 - 熊本のルートで旅行した．彼杵

東方では tufaceous pebble rock［多良岳火山噴出物：小

倉，1919］を観察した．嬉野・多久付近では shale, sand 

rock, pebble rock［相知・芦屋両層群］が露出し，炭田地

帯を形成していた．三池炭鉱では Godfrey の報告書［未

公表］を読んだ．三池炭坑の背後の丘陵には granite［玉

野花崗閃緑岩］が露出していた．木葉岳［木葉山］には

Kamoikotan limestone の採石場があった．植木・熊本間

の台地は tufaceous-pumiceous sand and pebble［阿蘇 -4

火砕流堆積物］からなり，熊本城直下の地層も同様であっ

た．　

熊本滞在後，熊本 - 八代 - 日
ひ な ぐ

奈久 - 佐
さ し き

敷 - 水俣 - 阿久

根 - 芹ヶ野 - 市来 - 鹿児島のルートで旅行した．熊本から

5 league（約 25km）のところには fine grit and reddish 

shale［白亜紀の御船層群：松本，1939］が露出してい

た．日奈久付近には Kamoikotan dark gray shale が，そ

の南西方には quartzite や felsite の礫を含む pebble rock

が露出していた［前期白亜紀の領石・物部川両層群：

Matsumoto and Kanmera，1949］．その南西方の田浦付

近には mica schist, talc schist, granite, serpentine［八代

片麻岩類・同花崗岩類：松本・勘米良，1964］が，さら

に佐敷付近には Kamoikotan shale, sandrock, clayslate［秩

父帯のジュラ紀付加体：斎藤ほか，2010］が露出してい

た．水俣付近にはおもに tufa pebble rock［肥薩火山岩類：

山本，1960］が露出していた．市来・鹿児島間の台地は

tufaceous sandy or pebbly beds［入戸火砕流堆積物］か

ら構成されていた．鹿児島南西の谷山の錫鉱山では，母岩

は Kamoikotan gritty arkose［四万十帯の白亜紀佐伯亜層

群：寺岡・奥村，1992］からなり，これを貫く 10 数本

の垂直な石英脈中に錫鉱が胚胎していた．

鹿児島からは，鹿児島 - 加治木 - 横川 - 加治木 - 国分 -

都城 - 宮崎 - 高鍋 - 美々津 - 延岡 - 葛葉 - 市場 - 大分 - 佐賀

関のルートで旅行した．横川西方の山ヶ野金山の母岩は

andesite, quartz porphyry, tufa［北薩火山岩類：通商産業

省資源エネルギー庁，1979］からなり，40 数本の垂直

な石英脈中に金が含まれていた．加治木・国分付近はお

もに pumiceous tufa［入戸火砕流堆積物］であった．都

城高
たかじょう

城に錫鉱山があり，付近の母岩は Kamoikotan shale 

and grit［漸新世～中新世の日南層群：木野，1958］で

あった．高鍋では二枚貝化石を含む sandrock and shale

［中新世～鮮新世の宮崎層群：首藤，1952］を，また美々

津では柱状節理の発達した quartz porphyry［尾鈴山酸性

岩類：中田，1978］を観察した．富高［日向市］・延岡間

では quartzite and shale［漸新世～中新世の日向層群：橋

本，1961］を，また延岡北方では Kamoikotan shale ［白

最古の九州-西中国地方地質図
―「大日本帝国予察西南部地質図」（巨智部ほか，1895）の紹介―
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亜紀の諸塚層群：今井ほか，1971］とそれを貫く quartz 

porphyry を観察した．日向・豊後の国境は非常に険阻で，

馬が使えず，船あるいは徒歩で越えた．三国峠付近では

shale, serpentine, quartz porphyry［黒瀬川構造帯：唐木

田ほか，1977］を観察した．大野川を船で下り，中
なかへつぎ

戸次［上

戸次の誤り？］付近では gritty quartzite［後期白亜紀の大

野川層群：松本，1936］を，それから大分までの区間で

は Toshibets 層類似の sandrock and shale［鮮新世～更新

世の碩
せきなん

南 - 大分層群：首藤，1953］を観察した．鶴崎東

方の神崎銅山では talc schist and serpentine を観察し，佐

賀関付近でも同様な岩石［三波川結晶片岩：山本・手島， 

1971］を観察した．

ライマンの九州旅行記は，上記のように個々の地点にお

ける地質と鉱山の具体的な記述からなる．この記録はその

前後の旅行と併せて，旅行直後の 1879 年に工部省から出

版されたので，「予察西南部地質図」の調査員たちもそれ

を参考にすることができたはずである．

ナウマン
E．ナウマン（ドイツ人：1854 ～ 1927）は，1875 年

に来日し，1879 年に東京大学から内務省地理局地質課に

移籍し，それ以降，地質課―地質調査所の技師長として東

北・関東・中部地方の地質調査を行って来た．ナウマンは，

日本滞在中に日本列島全体の地質をまとめたいという考え

から，1883 年以降は中国・四国・九州地方の調査に精力

を注ぎ，2 度にわたる農商務省との雇用延期契約（フォッ

サマグナミュージアム，2005）ののち，1885 年 7 月に

ドイツへ帰国した．以下にナウマンの九州地方の調査記録

を，おもにナウマン（1885）に基づいて紹介する（第 1 図）．

ナウマンは 1883 年熊本に上陸し，熊本 - 高千穂 - 延岡

- 富高 - 市房 - 人吉 - 加治木 - 鹿児島 - 指宿 - 坊津 - 市来 - 阿

久根 -（海路）- 牛深 - 富岡 - 本渡 - 姫浦 -（海路）- 八代 -

宇土 - 熊本のルートで，中・南部九州を東西・南北に横断

した（第 1 図）．このルートで横断した山地［九州山地］

の古生層やそれより若い地層は東北東 - 西南西の方向に延

びていた．この古い山地には石英斑岩［尾鈴山酸性岩類］

や市房山の花崗岩が分布するけれども，それらは上記の一

般的構造に対して大きな影響を与えていないと考えた．こ

の旅行の途中，ナウマンは鹿児島県令の嘱託として下加世

田村［南さつま市加世田］の砂丘の調査を行い，砂止めの

ための種々の改良案を提示している（ナウマン，1884）．

ナウマンは 1884 年には別府に上陸し，別府 - 大分 -

野
の つ は る

津原 - 竹田 - 波野 - 坂梨 - 立野 - 熊本 -（海路）- 長崎のルー

トで中部九州を横断した（第 1 図）．別府で鶴見岳・由布

岳などの円錐形火山群を観察し，大分南西の野津原からは

台地に上がり，第三紀の頁岩［碩南 - 大分層群］の上に興

味深い輝石安山岩が載るのを見た．この安山岩は赤紫色の

基質中に黒曜岩様のレンズを含み［阿蘇 -4 火砕流堆積物：

小野・渡辺，1983］，熊本までの旅のよい道連れとなった．

さらに登って温
ぬくみとうげ

見峠から朝地に越えるところには結晶片岩

［朝地変成岩：小野，1963］が露出していた．竹田から西

に進み，波
なみのはら

野原という広大な卓状地［火砕流台地］に達し，

それが坂梨で巨大な岩壁となって落ち込んでいた．これが

阿蘇サーカス［阿蘇カルデラ］の東縁であった．阿蘇サー

カスは中央丘［中岳］と根子岳を結ぶ東西方向の山列によっ

て南北に二分され，その中を流れる川［北の黒川，南の白

川］はサーカス西縁の火口瀬ですばらしい滝を作り，さら

に遠く流れて熊本の南で海［島原湾］に注いでいた．

長崎では，西彼杵半島で始源片麻岩［西彼杵変成岩：唐

木田ほか，1969］を観察した．それは南北方向に長軸を

持つ緩いドーム構造を示していた．長崎半島の西に浮かぶ

小島，高島は日本で最も生産高の大きな炭鉱で，緩い盆状

の構造を示し，坑道はすでに海域の地下に延びていた．

西彼杵からは，海路佐世保に渡り，佐世保 - 伊万里 - 佐

賀 - 福岡 - 中津 - 日田 - 熊本のルートを取って北部九州を

横断した．佐賀・福岡間の山地［背
せ ぶ り

振山地］はほとんど花

崗岩からなり，結晶質石灰岩が何枚も挟まれていた．中津

と日田の間には火山角礫岩［英
ひ こ ざ ん

彦山火山岩類：石塚ほか，

2009］が厚く発達するのが見られた．

ナウマン（1885）は上記の調査結果に基づいて，九州

を南日本内帯，同中帯，同外帯に区分し，内帯と中帯の境

を柳川 - 中津線，中帯と南帯の境を八代 - 大分線とした．

ナウマン（1887a）の “Geologische Karte von Japan” を参

考にすると，内帯は古生層，結晶片岩［三郡変成岩］，花

崗岩からなり，また内帯には中帯の天草や高島から弧状に

連なる広大で平らな石炭を挟む第三紀層［古第三系］が分

布し，その点では内帯は中国地方の延長とみなされる．中

帯は阿蘇山や雲仙岳などの火山岩や新生代の地層を主と

するが，その西端の長崎付近には太古代の片麻岩や結晶

片岩が分布する．外帯には強く褶曲した古生層［秩父帯・

四万十帯］と結晶片岩［四万十帯北帯の千枚岩類］が東北

東―西南西のトレンドを持って広く分布する．鹿児島湾周

辺には琉球列島から南北方向に続く霧島・桜島などの火山

帯がある．結論的に，九州には Godfrey（1878）が描い

たような下関から佐多岬に続く南北性の山脈は存在しない

と考えた．

ナウマン（1886）は自説を修正し，内帯・中帯を一括

山田　直利
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して内側地帯とし，中央裂線（第 5 図参照）を挟んでそ

の外側を外側地帯と呼ぶことにした．そして中央裂線は大

きな熱流体の上昇貫入を可能ならしめた，一つの大きな縦

走性断層であると考えた．

 

3．「予察西南部地質図」の調査

「予察西南部地質図」（以下，本図と呼ぶ）の調査は

1888 年度～ 1890 年度に行われた（農商務省地質局，

1890）．この時期はナウマンの帰国後数年が経っており，

原田豊吉が地質局（1886 年に地質調査所から改編）次長

として予察地質図・地質図幅作成事業の責任者となってい

た．本図の調査員は， 巨
こ ち べ た だ つ ね

智部忠承，山下傳吉，中島謙造，

奈佐忠行，鈴木　敏，山上萬次郎の 6 名であり，当初の

監修者は原田豊吉であった．しかし，原田は 1890 年頃か

ら結核の兆候があり，1891 年には治療のために退職した．

原田が実際に本図の調査をしたのは 1888 年度 1 年位で

あり，本図の編集・印刷には関わることができなかった． 

本図の調査において，各調査員がどの地域を分担し，ど

のような調査結果を得ていたかを，出版時の調査員氏名順

に推測して見よう．

巨智部忠承は 1880 年に東京大学を卒業し，東大準助教

を経て，同年内務省勧農局地質課（後の農商務省地質調査

所）に入り，「予察東部」・「予察中部」・「予察西部」の調

査の後，1888 年度から 2 年間，本図の調査に従事した（農

商務省地質局，1890）．その担当地域は少なくとも山口県

全域であり（巨智部，1892），調査員の筆頭者になってい

ることから，さらに広い範囲にわたって本図の調査をした

と推察される．巨智部は 1893 年に第 2 代の地質調査所

長に就任している． 

山下傳吉は 1880 年，東京大学卒業後直ちに勧農局地質

課に入り，「予察東部」・「予察中部」・「予察西部」の調査の後，

1889 年に本図の調査に加わった．その担当地域は不明で

ある．なお，山下は本図の出版と同じ頃に地質図幅「熊本」

（山下，1895-1896）を出版している．

中島謙造は 1882 年，東京大学卒業後直ちに地質調査所

に入所し，「予察東部」・「予察中部」・「予察西部」の調査

の後，1889 年～ 1891 年（1890 年度）に本図の調査を

行った．それまでに赤石山脈・紀伊山地・四国山地など（い

わゆる西南日本外帯）を調査した実績があり，本図でも大

分・宮崎・鹿児島 3 県からなる東南九州全域を担当した．

中島はこの調査結果を地質要報（中島，1892a）に地質図

（第 2 図）を添えて詳しく報じ，またその概要を地学雑誌（中

島，1892b）に載せた．

中島（1892b）は東南九州の地質を，変質岩（片麻岩・

結晶片岩），成層岩（秩父系・粘板岩砂岩統・第三系・第

四系），噴出岩［火成岩］（蛇紋岩・花崗岩・石英斑岩・火

山岩・火山噴出物）に区分した．この報告の中で最も注目

を引くのは，九州の外面地帯［外帯］の秩父系［現今の秩

父帯および四万十帯北帯の地層群］の南東側に広く「粘板

岩砂岩統」を設定したことである．本統は粘板岩砂岩互層

および砂岩層からなり，おおよそ現今の四万十帯南帯の古

第三系に相当する．中島は本統が化石の証拠はないものの，

岩相的に秩父系より新期の地層に見えるが，構造的にはそ

れより下位に位置すると考えた．このことは，現今明らか

になっている外帯の基本的構造―南側により新期の地層が

衝上断層を介して順次配列―を予見していたことになる．

中島（1887-1888）は赤石山脈の南部に本統と同様な岩

第2図　東南九州地質略図.
中島（1892a）の付図（縮尺1：600,000，多色刷り）を簡略
化した．秩父系中の石灰岩は幅狭い岩体なので省略した．
佐田岬は現在の佐多岬．

最古の九州-西中国地方地質図
―「大日本帝国予察西南部地質図」（巨智部ほか，1895）の紹介―
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相の「三倉層」を設定しており，このことも念頭にあった

のであろう．

中島は，国東半島や竹田付近に領家変成岩に相当する片

麻岩を発見し，また祖母山付近の石英斑岩・花崗岩が一連

のマグマ活動の産物であると考えた．また，竹田周辺地帯

や五ヶ瀬川沿岸に分布する「泥溶岩・玻璃質溶岩」［阿蘇

火砕流堆積物］を「火山噴出物」と呼び，通常の溶岩類を

主体とする「火山岩」とは区別していた．

奈佐忠行（旧姓本田）は 1887 年，東京大学卒業後直

ちに農商務省地質局に入り，「予察西部」の調査の後，

1889-1890 年に本図の調査に加わった．本図では長崎県

管内を担当し，その調査結果を地質要報（奈佐，1891a）

に詳しく発表し（第 3 図），また地学雑誌（奈佐，1891b）

にも第三紀層の概要を載せた．

奈佐（1891a）は長崎県の地質を，変成岩（結晶片岩），

水成岩（中生層・第三紀層・第四紀層），噴出岩類（閃緑

岩・斑
はんれい

糲閃緑岩・花崗岩・石英斑岩・石英玢岩・蛇紋岩・

角閃安山岩・輝石安山岩‐其集塊岩・玄武岩・石英粗面岩・

火山岩屑・寛政年間前岳噴出岩類）に区分した．

結晶片岩は，長崎の北半島［西彼杵半島］では主として

石墨滑雲母［絹雲母］片岩からなり，北北西 - 南南東の走

向で緩傾斜（20°内外）を示すのに対して，南半島［長崎

半島］では石墨滑雲母片岩・緑泥角閃岩・滑雲母片麻岩な

ど複雑な岩石構成を示し，斑糲閃緑岩［変斑れい岩］や蛇

紋岩を伴い，北北東 - 南南西の走向で緩傾斜（20°内外）

を示し，数多くの断層に切られているなどの違いがあった．

奈佐はこれらの結晶片岩を，関東山地の三波川層と同種の

ものではあるが，原田（1888）による日本北彎（北日本弧）

あるいは南彎（南日本弧）の表面［外帯］ではなく，中国

地方に分布するものと同じように裏面［内帯］に属するも

のであろうと考えた．

対馬や五島列島福江島の「中生層」は，化石の証拠があっ

たわけではなく，対馬の同層が越前地方のジュラ紀層［原

田ほか，1890］に類似していることが根拠になった．第

三紀層には石炭層を挟む古期層［古第三紀層］と新期層［新

第三紀層］があり，茂木村［長崎市茂木町］の新期層中か

らは多種類の木の葉化石（鮮新世）が A．G．ナトホルス

トによって発見・記載されていた（奈佐，1891b）．奈佐は，

また北松浦 - 大村地域，壱岐などに玄武岩が広く分布する

ことを発見している．

鈴木　敏は 1883 年，東京大学卒業後直ちに地質調査所

に入所し，「予察東部」・「予察西部」の調査の後，1888

年度から本図の調査に加わった．

本図では熊本県管内を担当し，

地質要報（鈴木，1890）に地質

図を添えて詳しく報じた（第 4

図）． 

鈴 木（1890） は 熊 本 県 の 地

質を，太古層（片麻岩・結晶片

岩），水成岩（古生層・中生層・

第三紀層・洪積層・沖積層），噴

出岩類（花崗岩・花崗質斑岩・

橄欖岩等・石英粗面岩・安山岩

- 同集塊岩・玄武岩・安山岩玻

璃 - 火山灰 - 泥）に区分した．太

古層のうち，緑川・木葉・菊池

山鹿区域に分布する片麻岩・結

晶片岩（太古層旧部）と高浜区

域に分布する結晶片岩（太古層

新部：三波川層）を識別したの

は卓見であった．熊本市南部か

ら八代，天草にかけて分布する

中生層の存在は本報文によって

始めて報告された．鈴木は，天

第3図　長崎県管内地質略図.
奈佐（1891a）の付図（縮尺1：400,000，多色刷り）を簡略化した．噴出岩のうち閃
緑岩は小岩体（対馬下縣椎根村）なので省略した．

山田　直利
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草区域の中生層から Trigonia, Inoceramus, Pholadomya, 

Ammonite などの動物化石および種々の雙葉植物［双子葉

植物］の化石を，また八代・葦北・益城区域の中生層から

Turitella, Natica, Lucina などの貝化石を発見し，本層を白

亜系と考えた．安山岩玻璃 - 火山灰 - 泥は河谷に沿って “ 流

動状に馳流した mudlava” であると考えられており，これ

は現今の阿蘇火砕流堆積物（おもに阿蘇 -4 火砕流）に相

当する．

なお，鈴木は九州で最初の地質図幅「福岡」（鈴木，

1893-1894）を，また同じ頃豊前・豊後の炭田地質図（鈴

木，1893）も出版している．これらの調査データが本図

に利用された可能性は高い．鈴木は 1905 年に第 3 代地

質調査所長に就任している．

山上萬次郎は東京大学の学生のときにすでにナウマンの

「四国地方の地質」を和訳している（ナウマン著，山上訳，

1890，1892）．1892 年に卒業して農商務省鉱山局に入り，

翌年地質調査所に移った．その時点では本図の調査は終っ

ていたが，山上は地質図幅「大分」（山上，1896）を出版

しているので，その関係から本図調査員に加えられた可能

性もある． 山上は1896年に地質調査所から学習院に移り，

以後，主として地理学の分野で活躍する（源，1989）．

ここで，各調査員の調査日数について触れる．1888 年

度地質局事業費額一覧表（農商務省地質局，1890）によ

れば，同年の「予察西南部地質図」の地質調査日数は，巨

智部が 126 日（予察西部と予察西南部の調査日数を合計

したもの），鈴木が 129 日である．1889 年度については，

資料がないので不明であるが，中島（1892b）は緒言で「此

区域タル九州全土ノ過半ヲ占メ頗
すこ

フル廣
こうかつ

濶ナルヲ以テ洽
あまね

ク

之ヲ跋
ばっしょう

渉セントセハ僅カニ五六ヶ月間ノ業ニシテ足ルヘキ

ニ非ラス」と述べているので，1889 年度～ 1890 年度に

150 日～ 180 日担当地域を調査したと思われる．奈佐が

担当地域の調査にどれほどの日数を掛けたかは不明である

が，調査面積を中島のそれと比較すると，せいぜい 100

日程度であろう．以上のデータから，本図の調査日数は，

中島が最も多く，巨智部・鈴木・奈佐がこれに次いでいた．

山下・山上については全く分からない．

本章の最後に，原田豊吉の九州に関する知見を紹介して

おこう．原田は「日本地質構造論」（原田，1888）におい

て，日本南彎［南日本弧］の表面［外帯］が四国から九州

南部・甑島へ，同裏面［内帯］が中国地方から九州北部へ

延びると述べ，両面の境である中

央線を大分 - 阿蘇山南麓 - 八代南

に引いた（翌年，八代南を熊本南

に訂正：原田，1889；第 5 図参照）．

南彎表面の北辺は肥後の片麻岩や

佐賀関の結晶片岩からなり，同表

面の南辺は広範な古生層・中生層

によって占められる．阿蘇噴火帯

は瀬戸内海から二子［両子］- 由

布 - 九重 - 黒岳 - 阿蘇山へと連なり，

一方霧島帯は琉球列島から海門岳

［開聞岳］- 桜島 - 霧島山 - 温泉岳［雲

仙岳］に連なるもので，両帯は中

部九州で直角に交わると考えた．

原田は「九州の対曲」（原田，

1889）において，1888 年の鈴木

敏の肥後地方の調査結果およびこ

れまで得られてきた情報から，本

州南彎と琉球彎［琉球弧］が対曲

を示すと述べている．この根拠と

して，九州南部山系の地層の走向

が傾山付近の東北東 - 西南西方向

から八代付近の北東 - 南西方向，

最古の九州-西中国地方地質図
―「大日本帝国予察西南部地質図」（巨智部ほか，1895）の紹介―

第4図　熊本県管内地質略図.
鈴木（1890）の付図（縮尺1：500,000，多色刷り）を簡略化した．図中，「安山岩玻
璃・火山灰・泥」は阿蘇火山周辺地域の河川に沿って広範囲に分布するが，図が複雑
になるため省略した．
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市房山付近の北北東 - 南南西方向へと変わり，一方日向南

部［鰐塚山山地］から種子島にいたる山列および大隅半島

から屋久島にいたる山列がいずれも南北方向を示して琉球

弧に連続することを挙げている．しかし，山下（1993b）

も述べているように，これをもって対曲が証明されたとは

いえない．

Harada（1890）には日本列島の各地質系統の詳しい記

述があるが，九州に関しては，太古界の片麻岩として肥後

の片麻岩，結晶片岩として天草下島高浜や西彼杵半島の角

閃岩・藍閃石片岩をあげるに止まっている．原田は山口県

第5図　「予察西南部地質図」概略図.
京都大学人間・環境学研究科総合人間学部図書館所蔵の「大日本帝国予察西南部地質図」（和文版）の電子画像から作成．原
図は多色刷りなのでモノクロ模様描きに改め，細部は省略あるいは誇張した．破線Aとしてナウマン（1887a）の「大中央裂
線」を，破線Bとして原田（1888, 1889）の「中央線」を加筆した．「地質凡例」は「設色 記号」欄を拡大して，図の欄外に
配置したもの．黒い三角印は主要な第四紀火山を，太い灰色の破線は旧国

くにざかい

境を示す．

山田　直利



GSJ 地質ニュース Vol.1 No.2　(2012 年 2 月）     49

を含む中国地方には 1888 年に巡回，調査を行っている（農

商務省地質局，1890）が，九州地方に足を踏み入れるこ

とはなかった模様である．しかし，原田（1890）の作成

した 300 万分の 1 日本群島地質図には，八代 - 天草地方

の中生層の分布が示されており，これは鈴木の調査データ

を利用したのではないかと思われる．

4．「予察西南部地質図」の概要

 「予察西南部地質図」には和文版と英文版とがあり，い

ずれも「予察西南部地形図」（大川ほか，1894）を基図

として製作され，1895 年に出版された．調査開始から 7

年の歳月を費やしている．出版部数は不明であるが，「予

察東部地質図」と同じだとすれば，和文版・英文版共に

150 部であったと考えられる（山田，2009）．現在，和

文版は産業技術総合研究所地質調査情報センター地質情報

整備室および京都大学人間・環境学研究科総合人間学部図

書館に，英文版は東京大学駒場図書館に，それぞれ収蔵さ

れている．京都大学附属図書館からは近代教育掛図として

和文版「大日本帝国予察西南部地質図」の電子画像が公開

されており，筆者はこの電子画像を用いて同地質図の概略

図を作成した（第 5 図）．以下，和文版「予察西南部地質図」

（巨智部ほか , 1895）に基づいて紹介する．

本図は外寸 80 cm × 120 cm 以上，図枠の大きさは 75 

cm × 117 cm である．地理的には北緯 31 ﾟ～ 35 ﾟ，東

経 129 ﾟ～ 132 ﾟの範囲を表している．行政的には，九州

地方 7 県，山口県の大部分および島根県の一部からなり，

沖縄県は含まれない．

本図は銅版彫刻，多色刷り印刷によって出版された．本

図は大判なので 6 枚に分けて印刷し，それらを貼り合わ

せて出版された．

本図上部の表題部分には， 右書きで，大日本帝国，予察

西南部地質図，農商務省地質調査所，明治二十八年印行，

比例尺四十万分の一と記され，スケールバーは日本里およ

び仏米突［メートル］で表されている．

本図の左隅中央には鑷力［磁力］観測表があって，明治

16 年における今市・宮市・赤間関・小倉・佐賀関・山家・

佐賀・長崎・熊本・水俣・宮崎・細島・都之城・鹿児島の

各地点の磁力の方位・傾度・地平力が示されている．

その下には挿入図として五島列島の地質図（縮尺 40 万

分の 1）があり，その下には符号の説明が載っている．本

図の下，左寄りには本図の設色記号の説明（後述）がある．

本図の右下隅には挿入図として薩隅諸島［薩南諸島］の地

質図（縮尺百万分の一）が載っているが，同諸島のうち川

辺七島［吐
と か ら

噶喇列島］および大島群島［奄美諸島］は無着

色のままである．

本図の左枠外には，本図が明治 28 年 3 月 31 日に印刷

され，同年 4 月 25 日に発行されたこと，版権所有は農商

務省地質調査所にあること，印刷者は野村宗十郎，印刷所

は東京築地活版製造所であることが和文で記されている．

本図の右欄外には，地質調査員として，巨智部忠承，山

下傳吉，中島謙造，奈佐忠行，鈴木　敏，山上萬次郎の氏

名が載っている．本図は当初の監修者であった原田が病気

で退職したため，巨智部が中心なってまとめられたが，あ

えて監修者は置かなかったのであろう．

本図には他の予察地質図と同様，説明書がない．

5．「予察西南部地質図」における地質区分と地質分布

 「予察西南部地質図」において用いられた地質区分，記

号および彩色を以下に記す（第 5 図の地質凡例参照）．

　片麻岩（gn）：淡赤色

　結晶片岩（A）：淡緑灰色

　秩父古生層（pn）：灰色

　中生層（年紀未定）（m）：青色

　白亜紀（cr）：緑色の斜め縞

　第三紀（t）：黄色

　第四紀（記号なし）：無色

　花崗岩（G）：赤色

　閃緑岩（D）：青紫色

　斑岩（P）：茶褐色

　玢岩（P）：青緑色

　斑糲岩・橄欖岩・蛇紋岩（O）：オリーブ色

　火山岩（Vr）：濃褐色

これらの地質区分を「予察西部地質図」（巨智部ほか，

1894；山田，2011a）のそれと比較すると，三畳紀層・ジュ

ラ紀層・和泉砂岩・輝緑岩の項目がない点が異なる．　　

　

以下に，本図において区分された各地質体の分布，特徴，

現今の知見などについて述べる．参考までに九州 - 西中国

地方に関する現今の地体構造区分を第 6 図に示す．

片麻岩
山口県柳

や な い

井付近，熊本県山鹿付近，同下益城郡一帯にお

ける分布が示されている．

柳井付近の片麻岩は高島（1878a）の「一次石」にほぼ

相当する．原田（脇水・石井訳，1890-1891）はこれを

最古の九州-西中国地方地質図
―「大日本帝国予察西南部地質図」（巨智部ほか，1895）の紹介―
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太古界下部の片麻岩とし，「大日本帝国地質図」（地質調

査所，1899-1900）も太古界下部の花崗片麻岩としたが，

中村（1907）以降の研究により，本岩は「秩父古生層」

を起源とする中生代の変成岩類と考えられるようになっ

た．現今の知見では，本岩は大畠花崗閃緑岩・蒲
が ま の

野花崗閃

緑岩などの領家帯古期の片状花崗岩類と，カリ長石 - 菫青

石帯以上の変成度を持つ領家変成岩を合わせたものに相当

する（奥平，2009）．この地域の領家変成岩は北方へ，黒

雲母帯，緑泥石 - 黒雲母帯を経て，ジュラ紀付加体である

玖珂層群（緑泥石帯）へと移化することが明確になってい

る（奥平，2009）．

山鹿付近の片麻岩は，鈴木（1890）による太古代の片

麻岩・雲母片岩の一部であり，その分布は鈴木（1890）

の地質図に従っている．現今では，それは木葉変成岩類

（Hashimoto and Fujimoto, 1962）や山鹿東方の変斑れい

岩・玉野花崗閃緑岩（西村・柴田，1989）などに相当する．

これらの変成岩類および変斑れい岩はいずれも周防帯の変

成作用（2 億年前後）を受けているが，変斑れい岩の原岩

は古生代（4 億年前後）に生成したものと考えられている

（西村・柴田，1989）．　

下益城郡（鈴木，1890 の緑川地区）の片麻岩は一般に

肥後片麻岩あるいは肥後帯変成岩類と呼ばれる．肥後片麻

岩は源岩構成（石灰岩・苦鉄質 - 超苦鉄質岩を含む）にお

いて領家変成岩と異なり，周防帯あるいはペルム紀古生層

起源の白亜紀変成岩であるとされている（宮崎，2010）．

中島（1892a）によって発見された国東半島の片麻岩や

豊後竹田付近の片麻岩［朝地変成岩］は，小分布ながら本

図にも示されている．これらは柳井付近の領家帯の西方延

長と考えられている． 

結晶片岩
三郡山地，背振山地，筑紫山地，筑肥山地，佐賀関半島，

西彼杵半島，長崎半島などにおける分布が示されている．

これらのうち，北部九州に分布する結晶片岩はその後三郡

変成岩類（Kobayashi，1941）と呼ばれてきたものであ

るが，最近では三郡・背振山地のものは蓮華帯の変成岩に，

筑紫・筑肥山地のものは周防帯の変成岩に，それぞれ属す

ると考えられている（Nishimura, 1998）．

佐賀関半島の結晶片岩は四国三波川変成岩の西方延長部

であり，そのうち緑泥石帯高温部に相当すると考えられて

いる（池田，2010）．

長崎付近の結晶片岩は，リヒトホーフェン始め多くの地

質家によって早くから注目され，その所属について従来か

ら種々議論があった（広川，1976；服部，1992 など）．

現今では，西彼杵半島，長崎半島東半部および天草下島西

部の結晶片岩は西彼杵帯と呼ばれ，変成年代は白亜紀後期

で，三波川変成岩類に対応するが，長崎半島西半部の結晶

片岩（古期変斑れい岩を伴う）は三畳紀～ジュラ紀の変成

年代を示し，周防帯の変成岩に対応するという考えが示さ

れている（Nishimura, 1998；第 6 図）． 

秩父古生層
島根県益田付近，山口県岩国 - 周南地域，同秋吉台付

近，大分 - 宮崎 - 熊本県の九州山地一帯（第 5 図の南部九

州山系），宮崎県鰐塚山地，鹿児島県高隈山地，同出水山

地，同薩摩半島，同甑
こしきじま

島における広い分布が示されてい

る．九州地方の「秩父古生層」については，原田（脇水

訳，1891-1892）は鈴木（1890）に従って八代東方の「秩

父古生層」の存在を紹介したほかには，何も言及していな

い．中島（1892a）は九州山地東部の秩父系［秩父古生層］

の南東側に時代未詳「粘板岩砂岩統」の広い分布を示した

が，この考えは本図では採用されなかった．「粘板岩砂岩統」

が「古生層」ではないという確実な証拠が得られていなかっ

たためであろう．

現今の知見によれば，西中国地方の「秩父古生層」は主

として秋吉帯のペルム紀付加体および周防帯の変成岩に相

当するが，一部には美濃 - 丹波帯のジュラ紀付加体および

舞鶴帯のペルム紀付加体も分布する．本図には北九州地方

に「秩父古生層」の分布は示されていないが，現今では平

尾台付近には秋吉帯のペルム系が分布し，大規模な石灰岩

体を含むことが知られている．

九州山地から大隅半島・薩摩半島にいたる広大な地域の

「秩父古生層」は現今の秩父帯（三宝山帯を含む）および

四万十帯の堆積岩に相当する．九州山地の秩父帯はジュラ

紀～白亜紀前期の付加体からなるが，同帯は黒瀬川構造帯

と呼ばれる地質体により構造的に覆われており，後者はペ

ルム紀付加体，蛇紋岩メランジ，ジュラ紀の高圧低温型変

成岩およびシルル紀～前期白亜紀正常堆積物から構成され

ている（斎藤ほか，2005）．九州地方の四万十帯は北縁を

仏像構造線で秩父帯と境され，延岡衝上断層によっておも

に白亜紀付加体からなる北帯とおもに古第三紀付加体から

なる南帯に 2 分される．各帯はさらに多くの亜帯に細分

されるが，各亜帯を構成する地層群は構造的下位に向かっ

て新しい年代を示しており（木村・斎藤，2010），中島

（1892a）の予見を裏付けている．

甑島列島の「秩父古生層」は，現今では，天草諸島（後

述）と同様な後期白亜紀～古第三紀の地層群とそれを貫く

中新世の花崗岩からなることが分かっている（井上ほか，

山田　直利
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1982）．

年紀未定中生層
山口県美祢付近から関門海峡周辺地域にかけてのかなり

広い範囲にわたる分布，対馬全島および大分南方地域にお

ける分布が示されている．

山口県下の「年紀未定中生層」は高島（1878a）の「三

次層下層」の分布にほぼ一致し，現今の三畳紀厚
あ つ

保・美
み ね

祢

両層群，ジュラ紀豊
とよら

浦層群，ジュラ紀後期～白亜紀前期の

豊西層群，白亜紀前期の関門層群を合わせたものに相当す

る．

対馬の「年紀未定中生層」［対州層群］は，奈佐（1891a）

以降も長らく中生層とされてきた（地質調査所 1899-

1900；佐藤，1908，1909；Tateiwa，1934）が，それは

長門西部の中生界や朝鮮半島南部の仏国寺統との対比によ

るところが多かった．現今では高橋（1969）以降の貝類・

有孔虫化石の研究により古第三系（始新世～漸新世）であ

ることが明らかになっている．

大分南方の「年紀未定中生層」は，中島（1892a）が第

三紀層としたものであり，その後，後期白亜紀の大野川層

群（松本，1936）として詳しく研究された．

白亜紀
白亜紀層は，熊本県八代地域，天草上島，天草下島に

おける分布が示されている．原田（脇水訳，1891-1892）

は四国から九州葦
あしきた

北・益
ま し き

城両郡，天草下島にかけて分布す

る中生層をすべて和泉砂岩とし，その年代を白亜系中部

～上部と推定した．本図における白亜紀層の分布は鈴木

（1890）による「中生層」と全く同じである．

天草諸島で白亜紀層とされたものは，その後の研究に

より，前期白亜紀後期～後期白亜紀の御
ごしょのうら

所浦層群（松本，

1938），後期白亜紀の姫
ひめのうら

浦層群（Nagao, 1930）および古

第三紀の堆積岩類（後述）からなることが知られている．

八代地域の白亜紀層は，黒瀬川帯に分布する前期白亜

紀の領石・物部川層群（Matsumoto and Kanmera, 1949）

からなる．本層は浅海性の砂岩・泥岩・礫岩からなり，ア

ンモナイトや二枚貝化石を多産する．

第三紀
第三紀層は，福岡県芦屋 - 直方 - 飯塚地域，佐賀県東松

浦 - 長崎県佐世保地域および宮崎平野周辺 - 日南 - 串間地

域の広い分布のほか，山口県益田地域，同日置地域，同

宇部 - 小野田地域，大分付近，長崎県大村 - 諫早地域，熊

本平野，五島列島などにおける分布も示されている．Ha-Ha-

rada（1890）には第三紀層の項目さえもないが，これは

原田が病気のため執筆できなかったためであろう．

福岡・佐賀・長崎県に分布するものは，始新世～漸新世

（一部は前期中新世）の堆積岩類であり，様々な地層名が

付けられている．多くの層準に石炭層を挟み，筑豊，佐世

保，三池などの “ 炭田 ” を形成している．天草の「白亜紀

層」の大部分は古第三紀の弥
み ろ く

勒・本
ほ ん ど

渡・坂瀬川の各層群（長

尾，1926）であり，一方，熊本平野で「第三紀層」とさ

れているものは後期白亜紀の御船層群（松本，1939）で

ある．宮崎付近の第三紀層は後期中新世～鮮新世の宮崎層

群（首藤，1952）であるが，日南 - 串間地域の「第三紀層」

第6図　九州-西中国地方の地体構造区分.
西 村 （ 2 0 0 9 ） ， 木 村 ・ 斎 藤 （ 2 0 1 0 ） ， 西 山 ・ 宮 崎
（2010），星住ほか（2004）などから編集した．灰色の
太い破線は小倉-田川構造線および山陰帯・山陽帯境界線
を示す．各帯の構成要素を以下に示す．
 
蓮華帯：石炭紀の変成年代を示す低温高圧型変成岩
秋吉帯：ペルム紀の石灰岩・緑色岩・砂岩・泥岩
周防帯： 三畳紀-ジュラ紀の変成年代を示す低温高圧型変

成岩
舞鶴帯：ペルム紀付加体堆積物およびオフィオライト
美濃-丹波帯：ジュラ紀付加体堆積物　
領家帯： ジュラ紀付加体堆積物起源の高温低圧型変成岩

（肥後帯の変成岩を含む）
相島帯：白亜紀の花崗岩・接触変成岩
三波川帯（西彼杵帯）：ジュラ紀（〜白亜紀）付加体
堆積物起源の低温高圧型変成岩　
秩父帯： ジュラ紀付加体堆積物（黒瀬川帯・三宝山帯の

中・古生界を含む）．　
四万十帯北帯：主として白亜紀の付加体堆積物　
四万十帯南帯：古第三紀（〜中新世前期）付加体堆積物

最古の九州-西中国地方地質図
―「大日本帝国予察西南部地質図」（巨智部ほか，1895）の紹介―
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の大部分は四万十帯南帯の日南層群（漸新世～中新世前期）

に属する（首藤，1963）．

第四紀
第四紀層は，佐賀・熊本・福岡各県にまたがる筑紫平野，

熊本平野，出水付近，宮崎平野などの海岸平野および大分

県日田盆地，熊本県人吉盆地などの山間盆地における分布

が示されている．鈴木（1890）は熊本県の洪積層と沖積

層を区分しているが，本図では一括されている．

花崗岩
西中国 - 北九州地域における花崗岩の広い分布が示さ

れ，そのほか，大隅半島などの花崗岩の分布も示されてい

る．

西中国 - 北九州の花崗岩類は，現今では南北方向の小倉

- 田川構造線を境として，その東西で異なることが知られ

ている（第 6 図）．同構造線の東側は中国地方の花崗岩類

の延長であり，北部の山陰帯（白亜紀末期～古第三紀）と

南部の山陽帯（後期白亜紀）に分けられる（今岡・飯泉，

2009）．前者は magnetite-series，後者が ilmenite-series

に属する（Ishihara，1977）．同構造線の西側の花崗岩類

は三郡山地および背振山地の主要部を構成し，白亜紀前

期～中葉（118 ～ 90 Ma）の放射年代を示し，主として

magnetite-series に属し，糸島・深江・朝倉・早良・佐賀

など数多くの岩体に分けられる（大和田・亀井，2010）． 

大隅半島の花崗岩は西南日本外帯では最大の岩体であ

り，中期中新世の花崗閃緑岩～花崗岩からなる（西村，

2010）．そのほか，小岩体として市房山の花崗岩も図示

されており，中期中新世の花崗閃緑岩からなる（西村，

2010）．両岩体共に累帯深成岩体を構成している．

閃緑岩
島根県益田地域および福岡県直方付近における分布が示

されている．

益田地域の閃緑岩（2 岩体）は山陰帯に属する古第三紀

始新世～漸新世の貫入岩で，それぞれ益田コールドロン，

田万川コールドロンに属する（今岡・小室，2009）．直方

地域の閃緑岩は白亜紀関門層群を貫く玢
ひんがん

岩に相当し，岩

質は関門層群下関亜層群の安山岩に類似している（松本，

1951）．

斑岩
西中国地方，祖母山地域，尾鈴山地域などにおける広い

分布のほか，五島列島，対馬白岳地域などにおける小分布

も示されている．

西中国地方の「斑岩」は，主として流紋岩溶結凝灰岩（火

砕流堆積物）を主体とする白亜紀後期の火山岩類に相当し，

時代の古い方から周南層群，阿武層群，匹
ひ き み

見層群などと呼

ばれている（今岡・飯泉，2009）．ただし，本図では阿武

層群の大部分は「火山岩」として表現されている．

祖母山山地域の「斑岩」は，現今の大
おおくえやま

崩山火山深成複合

岩体（Takahashi, 1986）に相当し，流紋岩～安山岩の溶岩・

火砕岩からなる祖母山火山岩類（北西側）と花崗岩～閃緑

岩からなる大崩山花崗複合岩体（南東側）からなり，いず

れも中期中新世（14 ～ 12 Ma）の放射年代を示す．

尾鈴山地域の「斑岩」は，現今の尾鈴山火山深成複合岩

体（中田，1978）に相当し，流紋岩溶結凝灰岩と花崗閃

緑斑岩からなり，中期中新世（17 ～ 12 Ma）の放射年代

を示す（川野，2010）．

五島列島の「斑岩」は福江島・奈留島に分布し，現今の

五島花崗岩類（山本，2010）に属する花崗岩～花崗閃緑

岩に相当する．中期中新世（17 ～ 14 Ma）の放射年代を

示す．

対馬の斑岩は下島北部に分布し，対州層群を貫く石英斑

岩に相当する．中期中新世（19 ～ 14 Ma）の放射年代を

示す（山本，2010）．

玢
ひんがん

岩
萩南方，彦島，八幡付近，波

は つ

津［遠賀郡岡垣町］付近お

よび五島列島における分布が示されている．萩南方，彦島，

八幡付近および波津付近に分布する「玢岩」は，関門層群

下関亜層群の安山岩～デイサイトおよびそれに伴う玢岩岩

脈に相当する．

五島層群の「玢岩」は中通島・若松島および福江島に

分布し，中新世中通島層群の火山岩類（流紋岩・デイサ

イト）および五島花崗岩類の一部に相当する（松井ほか，

1989）．

斑
はんれいがん

糲岩・橄
かんらんがん

欖岩・蛇紋岩
篠栗付近の結晶片岩地域［蓮華帯］および長崎半島の結

晶片岩地域［西彼杵帯］にやや大きな岩体の分布が示され

ており，これらはすべて蛇紋岩からなる．そのほか，大分

県三国峠付近［黒瀬川帯］，八代東方［黒瀬川帯］の小岩

体（群）も示されているが，第 5 図では省略した．

火山岩
中国西部，九州北西部，九州中央部および九州南部にお

ける火山岩の広大な分布が示されている．現今ではこれら

の火山岩には第四紀の火山岩だけでなく，新第三紀，古第

三紀および白亜紀の火山岩も含まれることが分かってい

る．

第四紀の火山岩は，西日本火山帯（Sugimura, 1960）

に属し，そのうち火山フロント上に位置するものとして，

山田　直利
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北から，青野火山群（木村，2009），姫島，由布岳，久住

山［九重山］，阿蘇山，霧島山，桜島，開聞岳などの火山

が知られている（中田，2010）．これらの火山のうち，阿

蘇火山は阿蘇カルデラ，霧島火山は加久藤カルデラ，桜島

火山は姶良カルデラを伴っており，それぞれ，阿蘇 -1 ～ 

阿蘇 -4 火砕流，加久藤火砕流，入戸火砕流などの巨大火

砕流を噴出した．

火山フロントの背弧側に位置する第四紀火山は，北から，

萩 - 田万川地域の阿武単成火山岩群（木村，2009），多良

岳火山，金峰火山，雲仙火山，五島列島の火山などが知ら

れている（中田，2010）．

新第三紀の火山岩には，北西から，壱岐（玄武岩類），

北西九州（平戸島火山岩類・北松浦玄武岩類・東松浦玄武

岩類など），長崎付近（時津火山岩類・長崎火山岩類など），

中部九州（別府 - 島原地溝の火山岩類）および南部九州（肥

薩，北薩，南薩火山岩類）に分布し，早いものでは後期中

新世から，大部分は鮮新世から前期更新世にかけて生成し

た（長谷・永尾，2010）．

白亜紀～古第三紀の火山岩には，山口県の関門層群下関

亜層群の安山岩類，阿武層群の流紋岩類（一部），古第三

紀の田万川層群などがある（今岡・飯泉，2009）．

6．「予察西南部地質図」の意義

 （1）本図は，九州から西中国に至る広大な地域の地質を

表した最初の地質図である．ナウマンが日本を去って 10

年後，原田豊吉が若くして死去した直後に，このような第

一級の広域地質図を完成させた巨智部忠承・山下傳吉・中

島謙造・奈佐忠行・鈴木　敏・山上萬次郎の偉業に敬意を

表したい．

 （2）本図の基となったのは，鈴木敏の「熊本県管内地

質略図」，奈佐忠行の「長崎県管内地質略図」，中島謙造の

「東南九州地質略図」の 3 枚の地質図であり，いずれも本

図の調査時に作成された．これらの地質図はそれぞれの地

域における最も早期の地質図であり，それぞれに詳しい説

明書が付けられたことによって，本図の理解も大いに助け

られた．また，山口県に関しては高島得三による地質図が

利用された可能性がある．北部九州に関しては鈴木敏によ

る「福岡」図幅の調査資料が利用されたと思われる．

 （3）本図においては，西中国 - 北部九州地方は結晶片岩，

古生層，中生層，第三紀層，花崗岩，斑岩，火山岩などが

複雑に入り交じった分布を示しているのに対して，九州山

地およびその南方地域には，北から南へ，片麻岩［領家帯］，

結晶片岩［三波川帯］，「秩父古生層」［秩父帯・四万十帯］

が帯状配列を示す．「秩父古生層」地帯の北西部から天草

列島にかけては白亜紀層の広い分布が見られる．ナウマン

（1886）は上記の片麻岩と結晶片岩の境界線を中央裂線と

呼び，それより北を内帯，南を外帯としたが，原田（1888）

は中央線の位置を片麻岩の北側とした．

 （4）九州外帯の「秩父古生層」の南東側に「中生層」の

可能性のある「粘板岩砂岩層」を設定したのは中島謙造で

あったが，この考えは本図に採用されなかった．当時はこ

れを中生代とする化石の証拠がなかったためであろう．本

図発行後 5 年後に出版された 100 万分の 1「大日本帝国

地質図」（地質調査所， 1899-1900）において初めて「四万十

統」が「秩父古生層」から独立した．それ以降の 110 年

間の九州四万十帯に関する研究の進展には眼を見張るもの

があり，付加体研究の先駆けをなしてきた．

 （5）長崎付近の結晶片岩が三波川層と異なって南北方

向のトレンドを持つことはナウマン以降よく知られた事

実であり，それがリヒトホーフェンの「長崎三角地帯」

（Richthofen, 1903）の重要な根拠の一つであった．また，

長崎南方（野母半島）にはこれと若干性質の異なる変成岩

類があり，変斑れい岩を伴い，構造的にも非常に複雑であ

ることは奈佐（1891a）によってすでに指摘されていた．

長崎付近の地体構造に関してはいまなお大きな問題点が残

されている（西山・宮崎，2010）．

7．おわりに

地質調査所の創立後，約 15 年の間に順次出版された予

察地質図の紹介は，今回をもって一応の完結を見た．予察

地質図は最初の「東北部」がナウマンによって，「東部」と「中

部」が原田豊吉を監修者として作成されたが，「西部」と「西

南部」は巨智部忠承ほか数名（ほとんどが東京大学出身者）

の合作として出版された．原田が長らくドイツで地質学を

学んできたことを考えると，上記の出版経過はドイツの影

響から日本の地質学が自立して行く過程としてとらえるこ

ともできるであろう．ここに，予察地質図の作成に加わっ

たすべての地質家（16 名）の名前を挙げて，彼らの功績

を讃えたい．

E. ナウマン，小藤文次郎，巨智部忠承，山下傳吉，

坂　市太郎，西山正吾，富士谷孝雄，横山又次郎，

中島謙造，山田　皓，鈴木　敏，原田豊吉，

三浦宗次郎，大塚専一，奈佐忠行，山上萬次郎

（入所順）

最古の九州-西中国地方地質図
―「大日本帝国予察西南部地質図」（巨智部ほか，1895）の紹介―
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予察地質図の内容は 19 世紀末に 100 万分の 1「大日本

帝国地質図」（地質調査所，1899-1900）として集約され，

ここに日本の地質の第 1 次総括期（今井，1966）を迎え

る．また予察地質図そのものも改訂が行われ，1902 年か

ら 1923 年の間に改訂版が出版されている．この間の事情

については，稿を改めて論じたい．

謝辞：京都大学大学院人間・環境学研究科富田恭彦科長か

らは「予察西南部地質図」原画像の利用を許可していただ

いた．産業技術総合研究所地質調査情報センター地質情報

整備室の菅原義明氏からは貴重本の閲覧についてお世話に

なった．岩手大学図書館における予察地質図の閲覧の際に

は同館の飯岡久美子氏にお世話になった．リヒトホーフェ

ンおよびライマンの資料入手については金光男氏からご協

力をいただいた．最後に，寺岡易司氏には本稿を読んで貴

重なご批判，ご教示をいただいた．上記の方々に厚くお礼

申し上げる．
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表紙解説

露頭の風景　写真家の視点
斉藤　麻子

及川　輝樹
地質屋の視点

露頭をテーマに写真を撮り始めてから 1 年半が過ぎた

頃，だいぶ写真の枚数も増えてはきましたが，否が応にも

色彩的に茶系の写真が多く，岩や土ばかりの作品ながらも

少し変化が欲しいと思い始めました．

今まで撮ってきた露頭とは少し違った石灰岩の露頭とい

うもの，そのまだ見ぬ白い岩肌とその昔は温かい海のサン

ゴ礁だったという何かとてつもなく長いドラマがありそう

なその背景に，撮影をする前から強く惹きつけられていま

した．

白崎海洋公園は，そのような私の期待以上の風景を提供

してくれました．

写真の中の駐車場のすぐ先に，ぬっと立っている岩は和

歌山県由良町白崎の石灰岩です．紀伊半島西部に位置する

白崎は岬全体が長径 600m にも及ぶ真っ白な石灰岩で形

成されています．岬の内側は，かつて石灰石鉱山として採

掘されていましたが，現在はその跡地を利用した海洋公園

として整備されています．茶褐色な岩がつくる海岸の中，

真っ白な石灰岩がつくる岬をおとずれると突然異世界に来

たような印象です．

この石灰岩は，南部秩父帯に属する中紀層群大引層中の

もので，大引層は付加体です．付加体は，海溝に堆積した

陸源性の砂・泥が，プレート運動によって運ばれた深海底

上のチャートなどの深海堆積物や海山をつくる火山岩や石

灰岩と共に，陸側に押し付けられ形成された地質体です．

そのため，普通の地層と異なり，海山起源の石灰岩とその

周囲の茶褐色の砂岩・泥岩との形成年代は通常著しく異な

ります．白崎の石灰岩は石炭紀からペルム紀にかけて形成

されたものですが，周囲の砂岩・泥岩はジュラ紀の後半に

形成されたものです．白崎の石灰岩ブロックは海山上のサ

ンゴ礁起源であると考えられ，サンゴ化石の他，フズリナ

やウミユリ化石を豊富に含みます．つまり，恐竜がいた時

期に，それより１億年以上前につくられたサンゴ礁が，プ

レート運動によって日本列島に押し付けられてつくられた

のが白崎の石灰岩です．海洋公園に設けられた遊歩道沿い

で，フズリナやウミユリ化石が簡単に観察できます．また，

巨大に荒々しく露出した石灰岩と，それとは不釣り合い

に綺麗に整備された駐車場，そしてそこに並ぶ車はあまり

にも小さく見え，人と大地の関係性をとてもよく象徴して

いるようでした．

また近くには戸津井鍾乳洞があり，パンフレットによれ

ばこの鍾乳洞は 2 億 5000 万年以上前のペルム紀の石灰

岩にできた洞窟とありますから，恐竜が闊歩していた時代

よりも遥か以前の岩石ということになるのでしょうか．

この付近の石灰岩が途方もない時間をかけながら，どの

ような経緯を経て今ここに露出しているのか，とても興味

の湧くところです．

遊歩道から海沿いを望むと小規模なカルスト地形も観察で

きます．
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ニュースレター News Letter

　標記の集会が，2011年11月21～23日にインドネシア

のバンドンで行われた．主催は，インドネシア鉱物資源エ

ネルギー省地質局で，東・東南アジア地球科学計画調整委

員会(CCOP)の共催となっている．参加者は，約200名で

インドネシア人が大半で，マレーシアとベトナムから数名

ずつ，タイと日本から1名ずつであった．

　本集会が実施された背景には，インドネシアの地質研究

機関（インドネシア地質局・インドネシア科学院地質工学

研究所など）における研究成果発表の問題がある．それら

の問題は，①研究者が論文を出さない，②出しても質が悪

い，③英語で論文を書かない．④英語で書いても，英語の

レベルが低い．⑤編集者や査読者に適任者がいない，など

である．3年ほどインドネシア国内で議論を重ねて来て，

本件はアジア全体で取り組むべき課題であるという結論と

なり，このワークショップが提案された．インドネシアの

地質科学雑誌の多くは地質局や科学院で編集されている．

そのため，CCOPを通じて，アジア各国の地質調査機関に

東・東南アジアにおける地質科学雑誌編集に関する国際ワークショップ報告
脇田浩二（産総研　地質調査情報センター）

写真１　 東・東南アジアにおける地質科学雑誌編集に関する国際ワークショップの会場の様子．

協力の呼びかけが行われた．

　会議の議長は，Ynus Kusumahbrata 氏(鉱物資源エネル

ギー省地質局)と，Iskandar Zulkarnain氏 (インドネシア科

学院地質局)であった．Iskandar氏はこれまでインドネシ

アの調査のカウンターパートであり，著者と旧知の間柄で

ある．日程は以下の通り．

　第１日目午前　各国のプレゼンテーション

　第１日目午後　インドネシアでのこれまでの議論の紹介

　第２日目午前　議論と結論

　第２日目午後　地質標本館見学　

　第３日目　　　バンドン郊外地熱地帯巡検（不参加:地質

　　　　　　　　  資源センター訪問）

　会議では，以下のことが決定された．

　① アジア地域地質調査研究機関が関係する地質系雑誌に

ついて，CCOPにおいて，定期的な連絡会議（あるい

は委員会/作業部会）を設置する．

　② その委員会の議論を経て，アジアの地質調査研究機関
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写真２　日本の地質関係雑誌の現状を説明する著者．

2011 年 12 月 5 日，米国サンフランシスコ市内のマリ

オットホテルにおいて，地質調査総合センターの佃代表と

米国地質調査所のマクナット所長による研究協力覚書の調

印が行われました．12 月 5 ～ 9 日の日程で米国地球物理

学連合秋季大会が同ホテル近くの会場で開催され，マク

ナット所長をはじめ日米から多数の地質関係者が出席する

機会をとらえて覚書調印の運びとなりました．

地質調査総合センターは，旧工業技術院地質調査所時

地質調査総合センターと米国地質調査所の研究協力覚書締結

高橋　浩（産総研　地質分野研究企画室）

写真１　 研究協力覚書への署名を終え，握
手を交わす佃代表とマクナット所
長．

代から米国地質調査所と交流を行ってきており，密接な

協力関係や人事交流を築き上げてきています．1985 年～

1999 年には研究協力覚書の下で地震，火山，リモートセ

ンシング，金属鉱床や海洋地質などのテーマで研究協力が

実施され，多くの共著論文が発表されました．また，産業

技術総合研究所発足以降，2002 年に研究協力覚書が締結

され，研究協力を継続してきましたが，2007 年に期限が

切れました．このため，今後の研究協力について両者間で

が共同でアジアの地質系雑誌を創設する．

　③ CCOP参加国は，連絡会議を通じて標準的

な編集システムや査読システムを構築し，

新たな雑誌においては，それぞれ編集委員

を出し合い共同で運営する．

　④ これらの提案をインドネシアが代表して，

2012年にCCOPに提案を行う．

　⑤ 当面インドネシアがリーダーシップを発揮

し，Ynus Kusumahbrata氏を委員長とす

る．

　日本には，連絡会議への参加，新雑誌の編集

委員への参加，Online Journalへの技術，欧米

編集委員への対応，デジタル編集システム技術

などへの協力が求められた．今後CCOPに場所

を移して，議論が継続されることになる．
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第３回ASEAN鉱物資源関連省庁大臣会合(AMMin)及び関連会議に関する報告

脇田浩二（産総研　地質調査情報センター）， 加藤碵一（産総研　フェロー）

標記の会合が，2011 年 12 月 6 日から 12 月 10 日，ベ

トナムの首都ハノイのメリアホテルで実施された．日本か

らは，資源エネルギー庁鉱物資源課の初谷和則氏，JOG-JOG-

MEC の植松和彦氏，濱井昴弥氏，高橋健一氏，五十嵐吉

昭氏と，産総研地質調査総合センターから，

加藤碵一と脇田浩二が参加した．

12 月 7 日の第 11 回 ASEAN 鉱物資源に

関する高級事務レベル会議 (ASSOM) に先

だって，12 月 6 日に第 8 回 ASSOM 作業部

会が開催され，鉱物情報データベース作業

部会に脇田が参加した．12 月 8 日にはメイ

ンの会合である第 4 回 ASEAN ＋３鉱物資源

に関する高級事務レベル会議 (ASSOM + 3  : 

ASEAN + Japan, China, Korea) が行われた． 

12 月 9 日にはベトナムの副大統領・資源エ

ネルギー省大臣が列席して第 3 回 ASEAN 鉱

物資源関連省庁大臣会合 (AMMin) が行われ

主な会議は終了した．同日の午後には，ベ

トナム地質鉱物資源局と産総研地質調査総

合センターの間での研究協力の話し合いを

行った．翌 12 月 10 日ハロン湾への巡検で

あった．

第 4 回 ASEAN ＋３鉱物資源に関する高級事務レベル

会議 (ASSOM + 3) では，ASEAN 各国が鉱物資源分野で一

年間実施してきたプロジェクト (4 つの作業部会 ) の活動

写真１　 第4回ASEAN＋３鉱物資源に関する高級事務レベル会議 (ASSOM + 3)．   

写真２　GSJ と USGS の研究協力覚書調印式参加者の集合写真（サンフランシスコ
　　　　マリオットホテル）．

協議し，覚書を新たに締結することで合意しました．

今回の研究協力覚書は，現在，重要な課題となっている

レアアース鉱床，地震および火山に関する研究協力が柱と

なっており，今後のさらなる成果創出が期待されます．
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報告と来年度のプロジェクト提案がなされた．日本・中

国・韓国は，今年度の協力を感謝されるとともに，来年度

の協力要請がなされた．地質調査総合センターとしては，

WGMID における ASEAN 鉱物資源データベース研修とそ

れに関連する協力について感謝されるとともに，来年の研

修について約束した．日本政府は，各国の要求を持ち帰っ

て，可能な協力を検討することを約束した．

ベトナム地質鉱物資源局との個別の会合では，所長

Nguyen Van Thuan 氏 , Tran Tan Van D.( ジオパーク担当 ), 

La The Phuc ( 標本館長 ), Dang Ngoc Tran ( 国際担当次長 ), 

Tran Van Tri( 元副所長 ) 他数名が出席，2 国間での協力に

ついて話し合った．その中で，ベトナム側からは，次の 3

つの研究支援の要請があった．

1. 海洋調査の計画を立てるため，2012 年 1 ～ 2 月に専

門家を派遣してほしい．

2. 地質標本と文献の交換をしたい（3 月末までにまずベ

トナムから送る）．化学分析の研修生を 10 名受け入れて

ほしい（2013 年末までに）．

3. それ以降の協力関係について 2012 年末までに所長が

日本を訪問して協議することになった．

第６回深部地質環境研究コア研究発表会が

2011 年 12 月 15 日，秋葉原 UDX カンファレ

ンスフロア会議室で開かれました（写真１）．

この発表会は「地層処分における概要調査の調

査・評価項目に関する技術資料−概要調査段階

に必要となる調査項目と結果の妥当性判断−」

と題して，現在，深部地質環境研究コアがとり

まとめつつある技術資料について情報・意見交

換を行うことを目的として開催されました．発

表は 7 件，参加者は 95 名で，事業者，土木・

建設・エンジニアリング業界，大学や研究機関

などからの参加者がありました．深部地質環境

研究コアは高レベル放射性廃棄物の地層処分に

おける安全規制の基盤となる科学的知見を整備

することをミッションとして，規制当局の策定

写真2　 ベトナム地質鉱物資源局と産総研地質調
査総合センターとの間での研究協力に関
する話し合い．

第６回深部地質環境研究コア研究発表会報告
竹野　直人 (産総研　地質情報研究部門)

写真１　深部地質環境研究コア研究発表会．
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写真1　ハレアカラ山頂の銀剣草．

した規制支援研究計画に沿って研究を進めています．今回

の研究発表会では規制支援研究計画のマイルストーンの 1

つである概要調査の妥当性レビューに向けた判断指標の作

成に向けた技術資料についてその内容を紹介しました．発

表では，はじめに今回の技術資料を作成した経緯とその構

成および前回 2007 年に公表した技術資料との関係につい

ての説明，これに引き続き，自然事象の長期変動について，

「地震・断層」，「火山」，「隆起・侵食」のそれぞれの事象

ごと，そして深層地下水，地下環境 ( 水理・力学 )，地球

化学・微生物特性について，技術資料の内容とそれに関連

した話題が提供されました．会議はそれぞれ 15 分の発表

に 5 分の質疑応答より構成され，最後に約 15 分の総合討

論の時間を設ける形で進められました．意見交換ではテク

トニクスの安定性と安全性の評価期間の問題，深部流体お

よび微生物の影響といった十分評価の定まっていない課題

に多くの時間が費やされるとともに，概要調査結果の妥当

性に必要なチェックを学術的にする立場として，現象に応

じた十分な空間的広がりを持ったデータの取得の重要性が

強調されました．

両親の介護を終えた妹夫婦と家内と 4 人で，ご苦労さん会を兼ねてハワイへ行くことになった．

2011 年 6 月 5 日午後 9 時 40 分成田を立ち，翌朝ホノルルに着き早速ホテルで現地ガイドの説明．

私は正直地質学には興味を持たなかったが，翌日マウイ島の火山「ハレアカラ」を見たい衝動に駆ら

れ申し込んだ．

マウイの空港からバスで 2 時間ほどで山頂部に近づいた時，銀色の剣が集まった様な植物に出会

った（写真 1）．この銀剣草はヒマラヤ山中とこのハレアカラとハワイ島のマウナケア山頂にのみ生

息するとのこと．この姿で 10 年ほど過ごし，一生に一度の開花時期になると中央部から茎が 2m ほ

ど伸び，黄色や紫の花を付け，そして枯れていくのだそうである．なんと荘厳な植物なのだろう．　

ハワイ，マウイ島の火山「ハレアカラ」を訪ねて
加瀬　紀史（産総研　第七研究業務推進室）

<次ページに続く>

コーヒー
　　ブレイク
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写真2　ハレアカラ山頂カルデラ．

やがて山頂部の展望台に到着した．山頂の標高

は 3,055m あり展望台から 900m ほど窪んだカ

ルデラの直径は約 11km とのこと，正に雄大で

ある（写真 2）．

ハレアカラとはハワイ語で「太陽の家」を

意味し，数多くの寺院や祭壇が発掘されたそう

である．なぜかインカ帝国のマチュピチュを連

想せずにはいられなかった．後から聞いた話だ

が，この山の上で見る夜空の星が素晴らしいと

のことである．また訪れる機会があれば是非夜

空の天体ショーを観たいものである．

　所内の火山研究者によれば，ハレアカラ火山

の最近の噴火は 18 世紀に起きたそうで，立派

な活火山であるとのことであった．現地ガイド

は休火山と説明していた．

◆ 編集後記 ◆【スケジュール】

12月3日～

2月26日

エキスポセンター研究機関等紹介コーナー展示「ジオネットワ

ークつくば」の3年間の活動軌跡（つくばエキスポセンター） 

http://www.geonet-tsukuba.jp/event_calendar/gnt3years.html

1月24日～

3月25日
地質標本館特別展示「地質情報展みと2011　再展示」

2月22～25日
第1回アジア太平洋大規模地震・火山噴火リスク対策ワークシ

ョップ（産業技術総合研究所つくばセンター共用講堂）

http://geodp.gsj.jp/Event/AsiaPacific/

2月24日

産技連 地圏環境分科会 合同研究会 放射性物質に関わる緊

急セミナー

（産総研　臨海副都心センター）

2月26日
ジオネットの日

（つくばエキスポセンター）

2月28日
第13回日本ジオパー ク委員会

（経済産業省別館）

3月17日 第23回自分で作ろう！！化石レプリカ（地質標本館）

3月19～21日
J-DESKコアスクール・岩石コア記載技術コース

（産総研第7事業所）

3月25～27日 地学オリンピック2次予選（つくば）

今月号の表紙写真（連載企画）は斉藤麻子氏撮影の和歌
山県由良町白崎の石灰岩です．本文には，佃 GSJ 代表と
元地質調査所職員の山田直利氏から原稿をいただきまし
た．ニュースレターとして，脇田氏，高橋氏，脇田・加藤
氏，竹野氏，加瀬氏から寄稿いただきました．口絵は寄贈
標本，GSJ 所蔵地質図の紹介とイベントポスターです．

山田直利氏の記事は，地質ニュース誌で連載していた「予
察地質図」シリーズのその 5 にあたります．その 4 まで
連載していた地質ニュースの発行終了後，原稿をあたため
ておられるということで，昨夏の本誌の原稿募集開始後す
ぐに投稿をお願いしたものです．「予察地質図」は，1881
年に調査開始，1895 年に北海道を除く日本全土の 40 万
分の 1 地質図 5 葉の出版完了で，日本の地質学の黎明期
における GSJ の先輩方の偉業に敬服するばかりです．

GSJ 地質ニュースでは 1 号あたりのページ数が 32 ペー
ジとなっていますので，紙面構成の都合上，長い記事の場
合には掲載の時期が遅くなることがあります．今後，分量
の多い原稿の場合は受付時に掲載に時間がかかる可能性の
あることをお知らせして，原稿の分割が可能かどうかにつ
いて事務局から問い合わせをいたしますのでご承知置きく
ださい．引き続き，皆様からの原稿を募集しています．
（2 月号編集担当：利光誠一，デザイン・レイアウト：菅家亜希子）

訂正とお詫び
GSJ地質ニュース1月号の目次に誤りがありました．p.7～8，p.9～11について以下のように訂正をお願いします．
　巨大津波の教訓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岡村 行信　　7～8
　GSJ地質ニュースの創刊に向けて－地圏資源環境研究部門の紹介－　  矢野 雄策　　9～11
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